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APadiFarmingVillageintheNorthwesternPartofMalaya

lnterimReport

- TheFragmentationofLandholding-

by

MasuoKuchiba,YoshihiroTsubouchiandNan'fumiMaeda

Thispaperisapartialresultofthesociologicalandanthropologicalfieldworkheld

inavillageofMalayaduring theperiodfrom JulytoDecdmberin1964.Although

theruralpovertyandindebtedness,especiallyoftheMalaypeasants,areconsidered

aseriousprobleminMalayatoday,theiractualconditionsarenotwellknown.This

paperisanattempttoclarify theserespectsbyanalyzingsuch problemsasland

tenure,thepatternoflandlordandtenantrelationship,incomeofMalayfarming

households,peasantcreditsystemandtheinheritancepatterninthevillageconcerrled.

Thevillage,locatedinthe"ricebowl"inthestateofKedah,has287households:

208Malay households,75Chinesehouseholdsand4Indian households.Thelarge

numberofChinesehouseholdsinthevillageisduetothefactthatthelocaltrading

centerofthemukim(sub-district)isinthisvillage.135OutofthetotalMalayhouse-

holdsareengagedinpadifarming,butthehouseholdsowning padifarmsareonly

75innumber.Theaveragesizeoffarmscultivatedbythefarminghouseholdsis6.5

smallrelong(about4.4acres).Anditisveryinterestingthatmosttenantscultiva･

tingsmallareasrentthepadifarmsfrom theirparents.Comparedtotheintensive

farminginJapan,theaverageareaofpadifarm cultivatedbyahouseholdandthe

averageyieldofpadiperacrearenotsosmallasmightI)esupposed.Theusersof

chemicalfertilizersarerapidly increasinginnumberandtheemploymentoffarm

labourisunexpectedlyhigh,becauseofthecomparativelylargeareaundercultivation.

Howevertheproblem ofthelowerincomeofMalaypeasantsliesinthefactthat

thepriceofpadiis,comparativel)speaking,verylow. Thosefarminghouseholds

cultivatingpadifarmsunder6smallrelonginareaarealmostallindebtedtothe

1) この報告は,マレーシア地域研究計画の一部として,1964年6月よりマラヤにおいて行われた社会学
的 ･人類学的調査結果の一部である｡調査班長棚瀬襲爾博士は,12月10日,帰国後調査の整理をわれ

われの手に残して急逝された｡謹んで哀悼の意を捧げます｡ 4月10日記｡
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ChinesemerchantsinthevillagebyPaditimor(Padikuncha). In ordertoavoid

becomingindebted,afarming householdhastocultivateaminiumum padifarm

over7relong.

Forthepoorpeasantsthereisalmostnopossiblitytopurchaseandrentfarms

inthevillage.Thegovernmen'Spolicytoaidthesepeasantshasnotbeeneffectively

broughtintooperation.Besides,theinheritancepatterns,adatorsharia',inthevil-

1agearefurtheracceleratingthefragmentationofthelandholdingofthepeasants.

1 問 題 の 所 在

新興国マレーシア連邦は, 文字通 りの多民族国家である｡ 総人口 (表 1)の46.2,%はマレ

-人を主とする土着民,42,2%は中臣1人, 9.4%はインド･パキスタン人であるO 土着尺と申

国人の人口の割合には余 り差はないが,サバとサラワクの土着民の内,非マレー人人H (Sea

Dayaks,LandDayaks,Kadazans,Bajaus,Muruts,Kedayans など) /JL一土着民'Jj総人口

から除けば, マレー人の総人口 (407.8万人)は, 中国人の総人｢](430万人) より下回る程

である｡

しか し,各民族の割合は地域によってかなり異なっている｡マラヤ (マレー-半畠)では,土

着民の殆んどがマレ-人であり,マラヤの全人口の約50%を古め,しい国人は37,%,インド･パ

キスタン人11%であるOシンガポールでは,圧倒f射こr=l沌]人が多 く,全人口ur)75%を｢吊う,マ

レー人は14%,インド人は8.3%である｡ サバとサラワクにおいても, 中国人人口の比率は少

な くな く,それぞれ23%と31,%である｡マレ-シア全体についていうならば,中国人は主に都

市か村落の開発された地域に多 く,インド･パキスタン人は,都 市住民かゴム閑労働者である

に対 し,マレ-人は都市近辺の村落 (kampong)に,他の土着民は,未開発地域に多い｡

このような多民族国家 マレーシア連邦に おける一つの重要な問題は, マレー人が政治的優

位を占めながら,大多数のマレー人が経済的水準の低い村落地域の居住者であるという貢にあ

る｡本論では,マラヤにおけるマレー人稲作農民が主題となるが,最初に,マラヤの村落に居

住するマレ-人は,どのような状態に胃かれ,どのような問題に直面 しているかを,巨視的な

蓑 1 マ レ ー シ ア の 人 口 1961年

マラヤ シンガ
ボ - ル

サラワク サ バ

土

中

着 民 3.62 0.24 0.53 0.32

国 人 2.67 1.28 0.24 0.ll

インド･パキスタン人 0.81 0.14

そ の 他 0.13 0.04 0.008 0.045r

7.23 1.70 0.780 0.475

百万単位

計 %

4.71 46.2%

4.3() 42.2%

0.95 9.4%

0.22 2.2%

10.18 100.0%

70.9,% 16,7% 7.7/%' 4.7,9,3' 100.0.7b'

(Offi'cialYearBookofMalaysia1963.K.L.,1964,pp.ll-12)
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観点より指摘しておこう｡

マラヤにおける非マレー人人口の比率が高いのは, 英国の植民地時代に, ゴム栽培と錫の

開発のため,人口過剰の中国とインドから労働者がマラヤに導入されたことに起因する｡ゴム

と錫は, 現在でも, マラヤの重要な輸出品目であり, 1962年の輸出総額のそれぞれ52.1%と

23.6% を占めている｡2) 人造ゴムの出現は,今日マラヤの天然ゴムにとって,一つの脅威とな

りつつあるが,それでもなお,ゴムはマラヤで最も収益の多い産物である｡

一般的にいって, マラヤの 経済で, ゴム栽培を も含めた農業の 占める地位は卓越 してお

り,マラヤの総労働人口の54% (1957)は,農業従事者である｡3) 農業の内では,収益と耕作

面積の点から,ゴムが最も重要な作物であり, ゴム園は全耕地面積 (1960)の64% (344.2万

acres)を占めている｡ これに反 し, マラヤの殆んどの住民の主食である米の作付面積の割合

は,全耕地のわずか 17% (94.1万 acres)に過ぎない｡4)米の需要の約 33%は外国からの輸入

によってまかなわれている｡5) 連邦政府は,米の自給自足のため,生産量を高めようと稲の品

種改良や単作地帯の二毛作地帯化のための港翫水路の整備に力を入れているが,未だ充分の効

果を挙げていない｡

マラヤの主産業は,ゴム栽培,稲作, 錫鉱であるが, これら主産業に従事 している労働人

口の民族別割合 (表 2)を眺めると,興味深い問題が生ずる｡マレ-人には,稲作とゴム栽培

の従事者の割合が多 く,全マレー人労働人口の52.6%を占めている｡中国人とインド人の場合

には,ゴム栽培と錫鉱の従事者の割合が多いO しかも,稲作従事者の圧倒的大多数は,マレー

人である｡1957年の人口統計 (表 3)によれば,全村落居住人ロの約70%は,マレー人である

が,その大部分が稲作農民かゴム栽培の従事者なのである｡

問題は, このようなマレー人農民の経済生活の水準が低い点にある｡ 稲作の経営規模に関

する民族別統計はないが, マラヤの稲作全体についてみると (1960年農業センサス),経営規

模 10acres(約 14relong)以下の農家は,全体の97%,5acres(約 7relong)以下は78%,

表 2 マ ラ ヤ に お け る産 業 人 口 (抄)1957 単位千人

産 莱

業

作

培

業

栽

産

鉱

ム

全

稲

ゴ

錫

総 数 (%) lマ㌫ 蒜 人(%)l中 国 人(%) jィ ン ド人 (%)
2,164(100.0)

398(13.7)

614(28.3)

1,023(100.0)

381(37.2)

260(25.4)

50( 2.3) 】 7( 0.7)

771(100.0)

9( 1.2)

200(25.9)

36(4.7)

312 (100.0)

0.5( 0.2)

150 (48.0)

5 ( 1.6)

(1957PopulationCensusoftheFederationofMalaya,ReportNo.14より抄出)

2) Offl'cialYearBookofMalaysia1963.K.L.:Govt.Printer,1964,p.522.
3) FederationofMalaya:1957Po♪ulationCensusofikeFederat3'OnofMalaya,ReZ'ortNo･
14.K.L.:Dept.ofStatistics,1960,Table14.

4) OoiJinBee:Land,PeopleandEconomyinMalaya.London:Longmans,1964,p.224.
5) Offc'ciaZYearBookofMalaysia1963.K.L.:Govt.Printer,1964,p.519.
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蓑 3 マラヤにおける村落居住人口 1947,1957

全 村 落 居 住 人 ロ

マ レ - 人

非 マ レ ー 人

1947 1957

3,607 3,611

2,153 2,521

1,454 1,090

単位千人

E.K.Fisk:"FeaturesoftheRuralEconomy,''(∫.H.Silcock&E.K.
Fisked.ThePoliticalEconomyofIndependentMalaya,1963,p.165.)

3acres(約 4.3relong)以下は 54% である｡6) 稲の単作 地域では, 経営規模が大体 5acres

もあれば,後述するように村落生活において不足のない程度の収益はあるが,3acresでは不

充分である｡その上,マラヤでは,小作経営農家が農家総数の 46% を占めている｡7) このよう

なマレ-人稲作農民の零細性に関する詳純な 調査報iI]tは, 殆んどないが,8) マレー人農民の経

済生活の低水準は,1957-58年に行なわれた家計調査 (表 4)によっても明白である｡都市,

村落に居住するマレ-人,中国人,インド人の内,最 も収入の低いのは,村落居住のマレー人

である｡

月 収 入

M $ 25未満
M $ 25- 50
M $ 50- 75
M $ 75- 100
M $ 100- 125
M $ 125- 150
M $ 150- 175
M $ 175- 200
M $ 200- 225
M $ 225- 250
M $ 250- 275
M $ 275- 300
M $ 300-

蓑 4 マラヤ連邦における民族別世帯収入の分布 1957-58

i-~育~~~藩~ー~~~~審 ｢~ー~､~~~~~~～ー~~~~一一一【~ー J~｢一 J一一一二~､二 二二二~市 村 落 都 市 村 落 都 市
マレー人 マ レ-人 中 国 人 中 国 人 インド人 インド人

1.3 0.5

7.7 1.5

15.0 2.8

20.0 5.2

20.0 10.0

ll.0 13.0

7.5 11.0

4.8 9.0

4.5 8.0

2,7 7.0

1.5 5.3

1.0 4.7

3.0 22.0

計 100.0 100.0

0.5 0.5

0.5 1.0

2.0 2.5

4.0 4.0

7.0 8.0

9.5 8.5

9.5 9.5

10.0 8.0

ll.0 8.0

6.3 6.0

6.2 5.0

5.5 5.0

28.0 34.0

100.0 100.0

0.3 1.0

0.7 2.5

2.0 4.5

4.0 10.0

ll.0 15.0

ll.5 12.0

ll.5 9.5

13.3 6.3

1L7 6.2

8.8 4.5

5.7 3.5

4.5 3.0

15.0 22.0

10().0 100.0

HouseholdBudgetSurveyoftheFederationofMalaya1957-58,p.39.

6) 耕地面積の単位としての relongに大 relongと小 relongがある｡Kedah州の GunongJurai
以北は小 relong(0.7111acres)が,南部は大 relong(1.3225acres)が用いられている｡Padang
Lalang村では小 relongが使われている｡
7) 築林昭明 :｢マラヤにおける小農経営の実態｣『東南アジア研究』2巻 3号,1965.p.21.
8) マレー人稲作農民の農業経営の実態に関する唯一の報告書は,T.B.Wilson:TheEconomicsof
PadiProductioninNorthMalaya(PartI),LandTenure,Rents,LandUseandFrag-
mentation.FederationofMalaya:Dept.ofAgriculture,1958.

- 25-



東 南 ア ジ ア 研 究 第3巻 第 1号

しばしば指摘されることであるが, マレー人農民の 貧困は, 人口の急増, 地代 ･小作料の

上昇,マレー人の相続形態,農外収入の少ないこと,零細な経営規模,潜在失業者の多いこと

などによるといわれている｡9)しかし,このような事実が, 具体的にどのような形で村落に見

出されるかは,殆んど知られていない｡以下の報告は,この点に照明を当てた-村落の調査結

果の一部である｡この調査は,1964年 7月末より12月末にかけて,Kedah州の稲作農村 Kam-

pongPadangLalangにおいて行なわれた社会学的,人類学的調査であるが,以下では,特に

農地の所有状況,地主 ･小作関係の形態,農家収入と金融,農地の零細化と相続に分析の焦点

を置いている｡

2 PadangLalang村の概況

マラヤの北西部 Kedah州は, 生態学的に三つの地域,すなわち稲作水田地域, 森林地域

とゴム園地域に区分できる｡海岸沿いに南北に広がる Kedah平原は, マラヤの穀倉地帯とも

いわれる水稲の単作地帯であり,稲の作付面積の31%が,この地にあるとさえいわれている｡

川や水路沿いにココやし,バナナ,ニッパやしやパ ンダヌスなどの樹木によって覆われて点在

するマレー人村落 (kampong)を除けば,水田ばかりのところである. Kedah州北部のタイ国

との国境や東部の Perak州との州境に近い

ところは,森林地帯であり,南部に移行する

につれて,ゴム園が多くなる｡

PadangLalang 村は Kedah 州 の首 府

AlolrStarから北西に5マイルばかり離れた

稲作地帯のほぼ中央部にある｡この村は,九

力村から構成される PadangLalang区(mu-

kim)の中央部にあって,localtradingcen-

terとなっているため,必ずしも典型的なマ

レー人の稲作農村とはいえない｡村内の総世

帯数 287の民族別 内訳は, マレー人世帯 208

(72.5%),中国人世帯75(26.1%),インド･

パキスタン人世帯 4 (1.4%)である｡ マレ

ー人の大部分は農民であるが,中国人には,

小売店主や賃金労働者が多い (表 5;6;7;8)0 図1 調査地点 PadangLalang村

9) Ginsberg,N･& C･F.Roberts:Malaya.Seattle:Univ.ofWashington Press,1958,p.
385;OoiJim-Bee:op.cit.,pp.236-5;Jacoby,Erich H.:AgrarianUnrestinSoutheast
Asia.London:AsiaPublishingHouse,1961,pp.123-127;Puthuchelary,J.I.:Ownership
andControlintheMalayanEconomy.S'pore:EasternUniv.Press,1960,pp.5-18.
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① 港蘭局 (DID)事務所 ② penghuluの家 ③ マレー人小学校 ④ 警察署
⑨ 中国人小学校 ㊥ 精米所 ① 診療所 ④ 水門

図 2 PadangLalang 村 略 図

'i個 人が多いのは,この村に商店が集 中 しているためであ り,周辺村落の中国人人口はずっと少

な くなる｡ 村内の総人口は,1,546人,その内訳は,マレー人986(63.8%),中国人546(35.3,%,),

イン ド･パキスタン人14(0･9%)である (表 9;10)｡10'

しか し, 同 じ村に居住 しているとはいえ, マ レ-人と申FEヨ人の/if舌様式は際立 って異なる｡
マレー人農民は,禰東か ら北西-と,村の中 央部を貫流 している AlorJanggus川沿いに点在す

る高床家屋に住み,中国人の家屋は床がセメ ントや土のたたきで作 られた平屋で,村の北西瑞

の川軌 ､に密集 している｡宗教もマ レー人がイスラム教徒であるに対 し,申同人は圭として道

教の神がみを信仰 している｡言語も,中国人はマレー語を解するが,マ レ一･人は中国語を話さ

ず,村の大部分の中国人は福建人であるため,ll)中国人のあいだの口常の言語は福祉語である｡

表 5 マ レ ー 人 世 帯 の 職 業 構 成 (PadangLalang村) 1964.10

農

非
農

雑

魚

下

大

南

精

年

也作
耕

業

店

.-J
/√.

労

家

主

働

役

商

男

工

常

夫

金

135(64.8)

6(2.9)

25(12.0) DI

警

官

D

L'1. 7(3.4)

人 夫 1(0.5)

3(1･4) ･ ホスピタル ･ア シスタン ト 1(0.5)
5(2.4)

1(0.5)
5(2.4)

3(1.4)

1(0.5)

1(0.5)

助

無

不

茂 如 1(0.5)

ll

｣

汁 208(100.0)

10) 村内の民族別世帯数と人口は,中国人の場合のみ･後述する理由により裾封寸KubangSiamに居住す

ll) 福建人63世乱 広東人8世帯,潮州人3世乱 不明1世帯｡
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表 6 中 国 人 家 族 扶 養 者 の 職 業

莱

農 夫

商 店 主

理 髪 店 主

米

金

金

動

精

賃

賃

自

無

所 経 営 者

労 働 者(常雇い)

労 働 者(日雇い)

車 運 転 手

職

計

実 数 (%)

6 (8.0)

31 (41.3)

1 (1.3)

3 (4.0)

26 (34.7)

5 (6.7)

2 (2.7)

1 (1.3)

75 (100.0)

(註) 隣接する KubangSiam 地域居住者を含む｡

表 7 マレー人職業 (Pada n gLalang 村)14才以上の者 について 1964.10

職 莱
些 別

■ii;⊆⊆:≡!王室芦
農 夫

非 耕 作 地 主

農 業 労 働 者

商 店 主

理 髪 店 主

店 員

行 商 人

請 負 師

警 察 官

小 学 校 教 師

成 人 学 校 教 師

官 吏

ホスピタル ･ アシスタント

助 産 婦

D.Ⅰ.D. 人 夫

精 米 所 人 夫

大 工

日 雇 労 働 者

下 男 (女)

兵 隊

家 事

イ ス ラ ム 塾 々 生

就 学(小 学 校)

〝 (中 学 校)

〝 (アラ ビック･スクール)

無 職

不 明 .

計 l

男

57

一
12

6

2

2

10

1

7

3

1

2

1

1

3

3

5

16

1

2

一
4

4

9

7

25

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)
)

)

)

)

)

)

)

)

)

～-ノ
)

)

)

.
1

.
2

.
1

.
7

.
7

.
5

.4

.
5

.
1

.
4

.
7

.4

一

.
1

.1

.
8

.
7

.
4

.
7

1

.
4

.
4

.
2

.
5

.
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女 (%)

153 (52.2)

2 (0.7)

24 (8.2)

1 (0.3)

- ( -)

- ( -)

- ( -)

- ( -I)

- ( -)

2 (0.7)

- ( -)

- ( -)

- ( -)

1 (0.3)

- ( -)

- ( -)

- ( -)

4 (1.4)

1 (0.3)

- ( -)

51 (17.3)

6 (2.0)

2 (0.7)

1 (0.3)

2 (0.7)

43 (14.6)

1 (0.3)

283(100.0 ) ⊆ 294(100.0)
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店

米

金

金

動

農

商

商

仲

精

賃

賃

自

家

就

〃

無

衣

マ ラ ヤ 北 西 部 の 稲 作 農 村

中 国 人 職 業 14才 以 上 の 者 に つ い て 1964.10

性 別

所 経 営

労 働 者(常

労 働 者(口

重 運 転

学(小 学

(中 学

計

'

･
.
･･
[

:
.
'

･
.
(
･･
-[･･

男 (%)

9 (5.8)
31 (19.9)

ll (7.1)

1 (0.6)

2 (1.3)

52 (33.3)

8 (5.1)

2 (1.3)

女 (%)

1 (0.7)

2 (1.3)

8 (5.3)

- ( 一一一)

3 (2.0)

3 (2.0)

2 (1.3)

-- ( - )

- (-) 69 (45.3)

2 (1.3) - ( - )

23 (14.7) 5 (3.3)

15 (9.6) 59 (38.8)

(註) 隣接する KubangSiam 地域居住者を含む

表 9 マ レ ー 人 性 年 令 別 人 口 (PadangLalang村)
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0
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表 10 中 国 人 性 年 令 別 人 H 1964.10

性 別
年___ 争二二三 二三二
0 ､ 4
5 ～ 9
10 ～ 14
15 -- 19
20 ～ 24
25 -ー 29
30 ～ 34
35 J～ 39
40 ～ 44
45 ～ 49
50 ､ 54
55 ～ 59
60 - 64
65 ～ 69
70 - 74
75 ～ 79
80 ～ 84
85 ～ 89
90 ～ 94

実 数

女 計

33 71

54 102

33 80

30 63

20 40

19 33

15 35

12 21

9 15

11 19

8 18

8 15

5 9

512

0 3

5 9

1

計 ･ 279 267 546

E
6

2

8

8

2

0

つ
〕
2

2

9

6

5

4

5

1

4

4

男

正

17

16

;

7
.
5
.
7
.
3

Cj
2
.
3
.
2
.
1
.
2
.
1
.
1
.
0

12.4

20.1

12.4

ll.2

7.5

7.1

5.6

4.5

3.4

4.1

3.03.0

1.91.91.9

計

0
0

7

5

3

0

4

8

7

5

3

7

6

2

5

6

2

3

9

4

1

7

6

6

3

2

3

3

2

1

2

0

1

0

日U
引

引

引

100.0 100.0 100.0

(註) 隣接するKubangSiam 地域居住者を含む

中国人の居住地域は, 区 (mukim)の中心地となっており, AlorJanggusと呼ばれてい

て,そこには警察署,診療所,マレー人国民学校 (sekolahkebangsaan),中国人小学校と中

国人の経営する精米所や隣村をも含む約100軒の家に電気を供給する小さな私設発電所がある｡

この地域から AlorStarまでは,1955年に村びとによって作 られた約 5う即扇の道路があって,

毎日バスが通っている｡この道路の開通が村の生活に与えた影響は大きく,バスが通うように

なってからは,AlorStarまでの買物や映画を見に行 くことが容易になった｡更に1963年末に

は,AlorStarから,この村を貫通 して北上する新 しい道路が政府によってつ くられたが,こ

の新道路は,完成後日が浅 く,そこを自動車で通行するには,政府の許可を必要とする｡

区の中心地である Alor Janggusは, 那(daerah)役所の書類では, 一つの独立 した村と

数えられている｡ しかし, 実際は, そうではない｡ マレー人の考え方では,村 (kampong)

は,同時にモスク (masjid)を中心とするイスラム教の--教区 (kariah,アラビア語の qarya)

であるo PadangLalang村の中央部には,一つのモスクがあり,マレー人の村びとは,原則

として,毎金曜,礼拝のため,モスクに行かねばならない｡ しかし,AlorJanggus には,モ

スクはな く,大部分の住民は非イスラム教徒の中国人である｡

行政組織の上でも, AlorJanggusは村では ない｡ Kedah州は, 10郡から構 成 され,
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PadangLalang村の所在する KotaStar 郡には40の区 (mtlkim)がある｡ PadangLalang

区には,AlorJanggusを除 くと10力村あり,郡には郡長, 区には区長 (pengilulu)がおり,

区長までは,州の支配者 Sultan によって任命されるが,村長 (ketuakampong)は,一一宜選
挙という形で,モスクでの会合の後に,村 びとによって選ばれノる｡ しかし, 村長は, ｣l二式に

Su一tan Lj刃T:命を受けず,棒給ももらわない｡ ただ, 精柿的に行政に協力 した村長には,賞 Fj-

が与えられる｡PadangLalang村には, 村長はいても, AlorJanggusには村長はなく, 中

国人仲間を代表する申 同人の長 (ketuachina)が存在するだけである｡ この中国人の自治体

は,地縁に基づいたものではなく,PadangLalang村の隣接村に住む申国人も, この自治体
に屈 しており,州政府の伝達事項は,村長または区長を通じて,中国人の長にイ云えられる｡従

って,行政組織としては,PadangLalang村の村長が,I---応 AlorJanggus地域の首長と考

えられるが,この場合,中 国人は間接 的 に統治される形になり,マレー人と中国人の問には,

同一村への共属の意識が乏 しい｡ AlorJanggusを独立した-村とする郡役所の記録は,人口

センサスのための便宜的な区画と考えられる｡このような PadangLalang村の歴史は明白で

はないが,ケダー州の稲作地帯の歴史は,大体100年位と推定され, マレー人農民が定若 しは

じめた1850年頃より人口と水田の江南貢は, 約 8倍に増 加 したといわれている012)- 古 老の話に

よれば,マレ-人の村落の部分は古いが,60年前,AlorJanggusには, マレー人と1回召人の

表 11 現 在 地 に お け る居 住 年 数 1964.10

マ レ - 人 u-･帯: 中 間 人 世 帯*

10 年 以 下

5 年 以 下

6- 10年

ll - 20年
21 ～ 30

31 -

41 .～
0

0

4

5
51 ～ 60

61 ′～ 70

71 - 80

81 - 90

91 ～ 100

101 - 110

111 -- 120

不 明

計

%
須

Er
ET
の

即

の

G
r
GP
Gr
の

G}
)

)

)

)

3

2

0

4

5

1

0

0

0

1

0
･
=

0
･
5

1
･
9

6

4

2

2

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

2
9

3

0

2

3

1

1

1

2

1

0

0

1

4

3
8

4

5

1

1
rLL
J
/

%

13 (17.3)

∴
(12.0)

(5.3)

9 (12.0)

9 (12.0)

22 (29.3)

14 (18.7)

8 (10.7)

一一 (-)
- L l.)

･. ( -)

208(100.0) ･ 75(100.0)

*隣接する KubangSiam 地域の居住者を含む

12) Ginsberg,N.& C.F.Roberts:op.cit"p.198.
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店が二軒あっただけである｡このことは,中国人の AlorJanggusへの定着年代 (義ll)を見

てもうなずける｡ つまり,過去50年の問に AlorJanggusの中国人集落は形成され, 区の中

心地となった｡

3 土地の所有状況

(1) 土地所有に関する法律

PadangLalang村のマレー人農家の土地所有状況について述べる前に,土地所有に 関する

法律的な面について,若干説明を加えておこう｡Kedah州の現行の土地所有制度は, 1891年

WilliamMaxwellによって Selangor 州に最初導入された Torrens制度である｡ この制度

は,約100年前に南オース トラリヤの知事であった RobertsTorrens卿によって考案されたも

のであり,二つの原則に基づいている｡13)第一は,鉱物,木材,水,砂利などを含む土地に関

する総ての権利は,土地が州の支配者である Sultanの名において, 市民に譲与 (grant)さ

れない限り,S111tanの手中にある｡第二は,Sultanによって譲与された土地所有の名義は,

郡役所内の土地事務所 (PejabatTanah)に登記されて, その書類の写 しが所有者の手に渡

される｡このようにして,土地の所有者になったものは,所有地の譲渡権をもつことになる｡

Kedah州は,この制度を1932年に採用 したが,Sultanより市民に譲与された土地は,割譲

地 (alienatedland)と呼ばれ,割譲されていない土地は, ｢州地J(stateland)とされてい

る｡Sultanからの土地の譲与は,土地所有者が,Torrens制度の導入前に,土地の開墾によ

って,獲得 したものか,または Sultanより直接得たものである｡

PadangLalang村のマレー人は,所有地の名義のことを｢grant｣と呼んでいる｡残念ながら,

土地所有者の何割が,どのようにして,何時,土地の所有権を獲得 したかは明らかではないが,

Torrens制度が施行された1932年には,村内の殆んどの農地は開墾されていたと考えられる｡

表 12 屋.敷地所有状況 (PadangLalang村マレー人) 1964.10.

所 有 状 況

所 有 (

借 地

個 人 所 有

共 有

無 料

Tumpang
有 料

そ の 他*

不 明

計

世帯数 (%)

63 (30.3)

5 (2.4)

69 (33.2)

19 (9.1)

37 (17.8)

12 (5.8)

3 (1.4)

208(100.0)
*借家および官舎居住者

13) Gullick,J.M.:Malaya.N.Y.:FrederickA.Praeger,1963.p.57.
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る場合は11世帯,購入のみによるもの11世帯である｡相続された農地而精の総計は,370.5re-

long(約 259acres),購入された農地面積の総計は193.75relong(約 135acres)である｡ しか

し,この総ての農地が村内にあるのではな く,村内の農地の総面精,それ自体が明白ではない｡

(2) 共 有 地

ところで村内の土地の種類には三種のものがある｡第-は,共有地としての村のモスクの敷

地と墓地であり,第二は,庭を含めた屋敷地,第三は,水田である｡

第一のモスクの敷地と墓地は,イスラム教徒のマレー人村民の共有地であり, 中 国人はこの

場合,除かれる｡この共有地の管理には,モスクの役員である ｢十人委員会｣(orangsapuloh)14)

があたっている｡これ ら以外の共有地は,この村にはない｡

(3) 屋 敷 (kampongまたは tapakrumah)

マレー人の屋敷の境は,竹垣や小さな溝ではっきり区画されている若干のものを除けば普通

は,高沫家屋の周囲に樹木が繁っていて一見,不明確であるが,村びとは,殆んど,自分の屋

敷の境をよく知っている｡ 屋敷の大きさは, 約 1relong (0.71acres) から 3relong (約

2.1acres)まで,大小さまざまであるが,普通,一つの屋敷には,2-3の家が建ち,近い親

族が共に住んでいる例が多い｡

マレー人村民の問では,屋敷を所有または共有 している世帯数は,全体の32.7% (6811日壬l二)

に過ぎない (表12)｡他の67.3% (140世帯)は,屋敷を借用 して,そこに自分の家を建ててい

るか,漕潜局 (D.Ⅰ.D.)や農業局の官吏または労務者や警官で, 官舎や借家に 住んでいる｡こ

のような官舎や借家を除けば, 屋敷の借用 (sewa)には, 四つの形式がある｡ 第一は,無料

で屋敷を借用 し,庭の木になる果実を食べうる場合,第二は,無料で屋敷を借用 しているが,

庭の木になる果実を食べられない場合 (tumpang),第三は, 定額の 借地料を 毎年支払 ってい

る場合,第四は,定額の借地料を長期契約 (5-10年)によって前払いする場合 (pajak)であ

る｡この内,最も多い形式は第一の無料借地であり, 次いで,有料借地,tumpang となり,

pajakは一例 しかないO

貸手は,必ず しも村内に住んでいるとは限 らないが, 貸手と借手の関係をみると (表13),

両者の間柄が親族である例が一番多 く,67例 (53.1%)である｡親族の内でも,貸手が借手の

親である例が目立って多 く,その大部分の場合,借地料は無料である.1=封旨者問の関係が親族

である場合には,借手は,わずかな収入 しかない農業労働者または魚行商人(26例)であるか,

14) 村のモスクの役員は,原則として,10名であるところから,その役員は,orangsapulohと呼ばれ
ている｡その構成は,imam (礼拝の指導者)2名,bilal(Khutba説教をし,礼拝の時を告げる者)
2名,penghulumasjid(モスクの維持 ･管理責任者)2名,katib(事務担当者)2名,siak(雑
務担当者)2名の10名であるが,10名も役員がそろっている所は少なく,この村でも,imam とその
代理人を除けば,他は一名づつである｡
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表 13 屋敷地地主と借地人との関係 (PadangLalang村マレ-人)
1964.10.

無料 Tumpang有料
地主の借地人に対する関係

レ

夫

妻

夫

妻

夫

妻

息

親

マ
中

そ

不

の

の

の

の

親
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胞

胞

父
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山
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明

同

同

視

祖

畑

の

の

国

の

計

0
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日
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1

2

1

2

4
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1

1
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汁

1

5 15

1 3 191
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1
2
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1

1

37 t

2

2
1

2
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7

2

4

9
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125

表 14 屋敷地 (TapakRumah)の借地代 (PadangLalang村 マレー人) 1964.10.

1relongあたり借地代

｢/2naleh

米による

支 払 い

現金払い

/-

｣

/I1

-し

地 主 の 借 地 人 に 対 す る 関 係

夫の親 妻の親 他の親族 完.L'-∧ 中国人
._ (也_.__人〕

1

計

56::iee: 1 4

7naleh .l

0

0

0

0

4

7

8

9

S

S

S

S

M

M

M

M

0

0

0

2

1

1⊥

令

令

M

M

計

*長期契約 (pajak)
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1

i

〓

5

γ

-

工
3

7

3

T

1

I
i
1

I

一
1

一
二

肌

l

l

1

3

4

2

1

1

1

1

1

1

1

5relong(3.5acres)以下の耕地を自作または小作する零細農民 (23例)かである｡ tumpang

の場合も同様である｡

借地代の支払い方法としては,籾米 (padi)による現物支払い (sewapadi)と, 現金支払

い (sewatunai)の二方法がある (表14)｡最も安い借地代は,1relong (約 0.71acres)あ
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たり,年に,現物の場合は, 籾米 2naleh15) (約 8斗),現金では M$3616) (4,320Fl｣)であ

り,最高は現物で 7naleh (約 2石 8斗),現金では M$120(14,400rT]) である｡ 最も多い

のは現物を 6naleh支払う sewapadiである｡

1naleh の籾米の価格は,大体 MS9であるから,6naleh は, M$54になる｡ 6naleh

の借地料は,水悶 lrelong あたりの小 作 料 の平均とほぼ同じである｡

屋敷の借地代と貸借者の関係は,後述の農地の貸借の場合と同様,必 らず Lも,貸 手が親族

であるから,借地代が安いとは限 らない(表14)｡いずれにしても, 屋敷地を所有 しているt侶il

が,総出 は数の30.3,%であり,無料借地や tumpangのように,寄二生的借地者の割合が多いの

は注目に価する｡ しかし,この点については,親族の形態とも考え合わせて分析する必要があ

るので,他の機会に詳述することにする｡

(4)農地の所有状況

Kedah州の農地 (水田)は,その収道の差により,3等板に区分されてい る｡ClassIは,

収量が 1relong 当り籾米 2.5kuncha17)(400gantang)以上,ClassIIは,収量が 1relong

あたり籾米 1.5から 2.5kuncha(240-400gantang),ClassIH は,収量が籾米 1.5kuncha

(240gantang)未満の農地である｡PadangLalang村の農地は ClassIに分類されている｡

村内の水田は,AlorJanggus川沿いの細長い集落の外側に並んであり, 水Ⅲの一区画の大き

さはまちまちであるが,かなり大きい｡大体,0.5relong (約 0.35acres)から4relong (約

2.8acres)位である｡

村内の農地は,必ず しも村内居住農家によって所有されているとは限 らない｡所有農地が,

家から3マイルも離れノたところにある例は多い｡このような所有農地の分布状態は,農地の亮

買がかなり行われたこと,相続によって得た農地が,婚姻後の居住地移動のために,離れてい

るということなどと関連 している｡

村内居住マレー人-L侶Fll･-の内,農地を所有 しているのは,88i侶Il;である｡ これは,マレ-人の

総世帯数208の42.3%にあたる (表15)｡ しか し,この農地所有甘描ユ:の 内 ,農業に従 事していな

い世Jl昔数を除 くと, 農家の内, 農地を所有 している農家数は75世帯であり, 総農家数 135の

55.6%にあたる｡残 りの農家数60世帯 (44.4%)は,小作農家である｡ しかし,農地所有農家

とはいえ, 農家総数75日用lこの内,47世帯:(62.7%)は,6relong三桁1.5'の零細な農地を所有す

るにすぎない｡村内居住農家の所有農地而枯rJj最も大きい例は,50relongであるが,この地

域に 62relong の農地を所有する本イ打出主も一肌ある｡ しか し, 小作の割合がかなり多い0)
が目立ち,また 6relong の耕地は,後述するように,現扶においては, Fr‖'1三して,!卜_活にゆ

とりを持つ程の 収益を挙げうる規模ではないので, 6relong二村苗の農地を所有 している農家

15) 1naleh-16gantang-16英ガロン-こ4斗
16) M$1*120日
17) 1kuncha-10naleh-160gantang.
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表 15 農 地 所 有 面 積 (PadangLalang,マ レー人) 1964.10.

農地所有面積

1relong未満

1- 2未満
2.～ 3

3-ー 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10～ ll
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12～ 13
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15～ 16

16～ 17
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18～ 19

19～ 20
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みの作自作
作
小
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+

一
一
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-

-

-
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1
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=
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3
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l
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9
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1
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が,農地所有農家総数の半数以上も占めていることは,農地所有 という観点からは,極めて,

零細な農家が多いことになる｡

4 経 営 規 模

経営規模別農家数は,表16の通 りである｡当然のことであるが,所有農地の少ない農家は,

小作によって経営規模を拡大するから,所有農地の平均面積は 5.2relongであるが, 経営規

模は,6.4relong となって上昇する｡この推移を,農家形態別に所有農地面積の平均と経営規
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表 16 束肘乍面積別 ･自作小作別農家数 (PadangLalang村,マ レー人) 1964.10.

l11

1- 2未満 '. 8

2～ 3

3～ 4

4～ 5

5～ 6

6～ 7

7～ 8

8～ 9

9～ 10

10～ ll

ll～ 12

12～ 13

13- 14

14～ 15

15～ 16

16～ 17

17～ 18

18～ 19

19～ 20

20～ 21

21～ 22

22～ 23

23～ 24

10

12

10

3

5

1

4

2

3

一

J

一
1

1

一

自作
+小作

一
I

L

2

1

5

2

2

L

2

1

1

L

自作のみ

1

3

6

3

4

5

一

一
2

1
1

1

自作了黛山

矧 H またli/J＼作 総 数(%)
貸ILH+小作

L
2

一
3

1

一
3

1

1
1

2

1
1

1
1

1

L

一

2

1

3

一

1

2

1

E

2

1

1

一

1

1

一
2

1

1 ( 0.7)

13 ( 9.6)

16 (ll.9)

2 1 (15.8)

15 (ll.1)

13 ( 9.6)

9 ( 6.7)

7 ( 5.2)

8 ( 5.9)

6 ( 4.4)

5 ( 3.7)

6 ( 4.4)

3 ( 2.2)3 ( 2.2)

2 (1.5)

3 ( 2.2)

こ く - g

- ( . )

- ( 一 ･)

- ( -.)

3 ( 2.2)

- ( - )

1 ( 0.7)

(%) (44.4) (13.3) (19.3) (ll.1) (ll.9) ; (100 .0)l

校の平均とを比較 してみると,次のようになる｡

農 家 形 態

小 作

自 作

自 ･ 小 作

自 作 ･貸 出 し

自作 ･員出し.小作

敬家

60

26

18

15

16

農

所有地平均 経営規模平均

0relong 4.9relong

5.2 〝 5.2 〝

4.2 ′′ 9.1 〝

12.3 ′′ 7.6 ′′

ll.9 〝 10.0 〝

小作農家は必ず しも零細な経営面精を持つ農家ばかりとは云えないが (表16), 平均経営面

精は,最低であり,次いで自作農家が低い｡白･小作農家の平均所有農地面積は低いが,小作
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によって,経営面積の平均は上昇 している｡所有農地を自作すると共に,貸出している農家の

所有面積の平均は一番高いが,この範暗に入る農家は,農外収入があるために所有地を貸出し

ている若干の例外を除けば,一般に,必要な収入を得る農地を耕作して,残 りを貸出ししてい

る農家である｡ しかし,この場合でも,後述する地主 ･小作関係の形態において見 られるよう

に,余分の収入が不必要であるから,農地を貸出しているのではない (40貢参照)｡最後の所

有農地を自作 し,しかも貸出した上に,小作もしているという農家には,2種のものがある｡

この分類に入る18世帯の内の半数の所有農地面積は,6relong未満である (表15)｡これらの

零細農家は,農地に余裕があるから,農地を貸出しているのではなく,零細な所有農地が遠方

にあるため,その農地を全部貸出し,近 くより面積の広い農地を小作しているもので,実質的

には,小作農家である.残 りの半数は所有農地の一部を自作 し,遠方の所有農地を貸出して,

家から近い農地を小作している｡

以上の5種類の農家形態のそれぞれの平均耕作面積が全体の平均耕作面積を越える場合は,

自小作農家,自作 ･貸出し農家,自作 ･貸出し･小作農家の場合であり,自作農家と小作農家

の平均耕作面積は,6relong未満である｡ 上記の五つの形態の内で, 小作農家の割合が最も

多いが,地主 ･小作関係はどのような形で存在 しているのであろうか｡

5 地主 ･小作関係の形態

一般にマラヤ北部の農村には,三種の小作形態が見出される｡第一は,sewaである｡ この

小作形態には, 屋敷地の場合と同様, 小作料を籾米で支払う sewapadiと,現金で支払う

sewatunaiの二つの型がある｡ 第二は, pajakである｡ 第三は, 収穫物を地主と小作が分

配する pawahであるが,これはマラヤの北東部 Kelantan州に多く, PadangLalang村に

は見 られない｡

この村に見出される小作の形態と件数は,sewapadi91,sewatunai25,pajak 2,無料借

地6,形態不明23,計147であり,圧倒的に sewapadiの件数が多い｡ この147件の内,農地

の貸手が村内居住者で,借手の居住地が不明の場合13件と,貸手が地域不明,借手が村内居住

者の場合10件とを除いて,小作形態別に 1relong あたりの小作料とその件数を示すと表17の

ようになる｡

小作料は,圧倒的に sewapadiの 6naleh のケースが多い｡ 1relongあたりの平均収量

を 3kuncha(30naleh)とすると,6nalehは収量のほぼ5分の 1にあたる｡

Kedah州では,1955年から,一応, 最高の小作料が, 法的に規定されている. ThePadi

CultivatorsOrdinance,No.9.(1955)によれば,一年以上の農地貸借契約は禁止されており,

契約は毎年更新されねばならない｡小作料の最高額は,農地の等級により,ClassIは 6naleh/

relong,ClassIIは 5naleh/relong,ClassIIIは 3naleh/relong と定められているが,小
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作者が同意すれば,小作料は収量の 3分の 1でもよいことになっている｡ 従 って, 6nalehが

小作料と して最 も多いUjも不思議ではない｡

しか し,6naleh または,これに相当する M$54以上の小作料 も少な くな く,それは,土地

iM普件数の30.5%を占めている(表17)｡ しかも,これ らはすべて,農地貸借契約を した上で定

め られた小作料ではないO例 えば,契約書の有無を66の貸借件数について調べた結果は,表18

の通 りである｡ この数値は,契約書の有無を確認 しえた件数で しかないか ら,農地貸借件数全

休について断言することはできないが,66件の内の54件(81.8%)が契約書に調印 してお らず,

しかも,小作料 6naleh を越える場 合も, 6naleh未満の場合も, 契約書の調印が行なわれ

ていない｡小作者の問には,小作料が上昇 しつつあるという不満があるが,小作契約書に調印

しない小作料 7naleh以上 と, M$ 60以上の件数が多いことは,小作料上昇の傾向を部分的

に裏づけよう｡ この点については他の角度か らも指摘できる｡

農地の貸手 と借手の関係には,三つの類型が見It目され る (表19)｡ 第 1は, 貸借者の関係が

村内居住の組子である ｢村内親子型｣, 第 2は,. 艮借着が親子を除 く親族で村の内外に分散居

住 している ｢親族分散型｣ と, 第 3は, 貸手が村外に居住する他人 (JF]囚人を含む)である

表 17 小 作 形 態 PadangLalaang村 ･マ レー人 1964.10.

'=二二 ~~~議 長 仁 ~se-apadi . Se-atunai 目

l

､
1

計 6j4 73 ll 1 2.L1 2 5 6 4 1 4 2i2

口力

手
の

手
借
質 契約

124

(100.0)

表 18 小 作 契 約 書 の 有 無 PadangLalang村 ･マ レー人 ユ964.10.
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｢村外他人型｣ とがある｡ それぞれの型 の小作料を比べ ると,必ず しも ｢村外他人型｣におけ

る小作料が高いとはいえない｡表20は,特 に村 内居住の小作を中心に分析 した結果である｡つ

ま り,貸手 と借手が共に村 内に居住するケース,借手 は村 内,貸手が村外 のケース, 計103件

について,貸 借者の関係 と小作料を示す ものであるが,親子型 における小作料は,必ず しも,

村外他人型 の小作料 よりも安いとは言えない｡

不在地主の内,PadangLalang村 内に最 も多 くの農地を所有す るのは,村内の 62relong(約

43.4acres)の農地を 8人に黛 している例である｡ この地主は,村 びとの話 によれば,約 1000

relong(約 711acres)の農地所有者であるが, 村 内にある 62relongの小作料は 7naleh/

relongの 1ケースを除けば,総て 6naleh/relongである｡ この 62relong だけの一年の小

作料の総計だけで も, 467naleh (M$4203-50万 円)である｡ このような地代収入のある地

主は,別 に小作料を値上げす る必要 もないであろう し,また,法的な規制をも受 け易い｡

表 19 農 地 貸 借 者 の 関 係 PadangLalang村マレー人 1964.10.

計

蓑 20 農地貸借者問の関係と小作料 PadangLalang村 ･マレー人 1964.10.
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表 21 親 子 間 の 農 地 貸 借 (PadangLalang村 ･マレー人) 1964.10.

l7relong以 上
(余裕あり)

7rplong未 満
(余裕なし)

小 ~~~1乍 料*
6naleh% I,AJ 1̂_ 6naleh
:EI'i品6naleh u⊥⊥謀 議 無 料こえ

近 14 1 6 3 4

遠 1 1

同 居 1 1

1

近 3 1 2

遠 3 . 3

*現金払いの場合は,padiに換算

これに対 し,村内親子型の農地貸借関係の場合は,どうであろうか｡不明 3ケースを除 く22

ケースの内,17ケースは,借手が耕作面積 7relong未満の零細な小作農家であ り, その内11

ケ-スは,耕作面積 3relong未満である｡貸手の親の方では, 所有農地を 7relong以上持

ち,一応経済的に余裕のある農家数は,23ケース申15ケースである｡ この数は,村 内で,7re-

long以上の農地所有農家での内,農地を小作に山 している農家総数 (20)の 3/4にあたる｡農

地の貸借者の関係が親子である場合は,小作料が,6naleh(大体 M$54)より低い場合 と高い

場合の両極端が見出され るが,このケ-スを,親の所有農地面積 と屈住地の遠近 とを考),厨こ入

れ なが ら,分析するな らば (表21), 規の所有農地に余裕があると認め られ, しか も親子の住

居が近い場合には,小作料は安 く,その道の場合には,小作料は高い傾向(最高 M$90/relong)

にある｡

このように農地の貸借関係が親子の場合には必ず しも小作料は安 くな く,む しろ,親の経済

生活 に余 り余裕がない場合,農地の借手 としての零細な小作農の子供は,親の経済生活を援助

する意味において,高 い 小作料を支払 う傾向が強い｡

大地主は,地代収入が多いために,直接小作料を釣上げ るようには見えないが,広い農地を

占有す るという事実そのものが,余裕のない零細地主を圧迫する結果 とな り易 く,小作:料･を釣

上げる要囚となっている｡地主 ･小作が親子である場合には,情的要素 も絡んで,この傾向が

端的に伺える｡

PadangLalang村における地主 ･小作関係の特色は,不在大地主の一例を除けば, 零細地

主か ら零純な農地を借 りて,耕作 している零細な小 作が多い点にある｡

6 農 家 収 入

マレーシア連邦政府では,-農家あたりの理想的な耕 作埴蘭 を 10relong (7･1acres) と し

ているが,村内の農家では,どの程 度の経営面精の農家が,どの程度の収入を得ているのであ
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ろうか｡農家形態,耕作面積,農外収入の有無 (表22)などを考慮に入れながら,有意的にサ

ンプルを選んで計算 した農家収入の平均を示 したのが後に示す表26である｡

ここで取挙げたサンプルは,村内のマレー人農家全体の平均耕作面積 6.4relong未満の小

規模小作農家40(専業29,兼業11)と小規模自作農家20(専業13,兼業 7)並びに全体の平均

耕作面積を越える農地を耕作する大規模小作専業農家 8と白･小作農家 9,村内の大規模耕作

地主として平均 9.7relongの耕作農家 3と平均 20relongの耕作農家 2の合計 8つのサンプ

ル集団である｡

最初に,表26の農家収入の計算方法について最少限必要と考えられる事柄について説明を加

えておこう｡

先ず収量について,農民は,普通,1relong当り3kuncha(480gantang)の籾米 (padi)

蓑 22耕作面積別 ･専業兼業別農家数 (PadengLalang村･マレー人) 1964.10.

_ _ ~ :- I _ :∴ ∴ _∴耕作面積

総

1relong未満
1 - 2未満
2 ～ 3
3 ～ 4
4 ～ 5
5 ～ 6
6 ′ー 7
7 - 8
8 ～ 9
9 - 10
10 - 11
11 ～ 12
12 ～ 13
13 - 14
14 - 15
15- 16
16 ～ 17
17 ～ 18
18 - 19
19 - 20
20 ～ 21
21 - 22
22､ 23
23､ 24

数

(%)
平 均 耕 作 面 積

4

1

1

1

1

1

3

一

l

2

2 1

1

103 18

(76.3) (13.3)

6.4relong 9.2
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の収量があると答える｡ この収量は, マラヤではかなり高い｡ 1acreあたり 672gantang

となり, 1960年の農業センサスによる Kedah州の acre当りの平均収量の2倍に近い｡農民

に最低収量を聞くと,1.5kuncha/relong と答える｡ 公式の記録としては 州政府の 収量調べ

(cropcuttingtest)による統計があるoIしか し,この CCT の方法は,かなりずさんなもの

である｡ 先ず,区内に5カ所ばかり, 生育期間 6カ月の稲の田を選び,それぞれ次のように

relong当りの平均収量を算出する｡

･1ftx22ft(-ii8-relong)の収量×128-10% (畦の面積)-1relongの収量

この方法で5カ所の平均収量を出し,それに更に区長 (penghulu)の推定収量を加え,その平

均を出す｡ただし,この場合,区長の推定収量に5カ所の平均収量の20%を加える｡このよう

にして計算された PadangLalang区の1962-3年度の収量が 2.7kuncha(442gantang)であ

る｡どの収量を平均値とするかについては問題があるが,収量は,肥料の投入量や稲の品種に

よって相当異なる｡例えば,1963-4年末のある農家では,次のような収量を得ている.

PadiBurma18) 早生 5.2Kuncha(832gantang)/relong

PadiGoeh 晩生 3.6Kuncha(576gantang)/relong

lntanMerah 晩生 3.4Kuncha(544gantang)/relong

この事例は,村の最高収量を示すものであるが,化学肥料の投入量は,ここ2,3年来急増 して

いるので,一応,ここでは,村びとが平均と考える 3kuncha/relong を平均収量として計算

する｡

労働雇用費もまた,まちまちである｡ しか し,田の荒おこし,田植え,刈入れを通 じて,冒

力または ｢ゆい｣(berderau)19) によって済ます農家は,少ない｡例えば,6relong未満の農

地を耕作 している自作並びに小作農60世帯の内, 全然労働を雇用 しない農家数は, その1/4に

しか過ぎない｡普通 , 一世嵩二に男女それぞれ 1人の労働力があれば,少なくとも 3-4relong

(2.1-3.5acres)位までは,自力または ｢ゆい｣によって,総ての主要な田仕事を行なうこと

が,充分に可能である｡従って,労働の投入量という点からは,零純農家が,集約的な農法を

営んでいるとは,いえないが,これには,他の事情もある｡

例えば,水田の整地には,水牛肇 (tenggala)や水牛でひくローラーに似た整地用具(peng一

giling)が用いられるか, トラクタ-の賃耕が行なわれるかである｡ 零細農家には,水牛の所

有者は少なく,水田整地は,水牛の賃借りか,水牛所有者を雇うか, トラクターの賃借りのい

ずれかで,行わねばならない｡整地期間の水牛の賃借り代は,その期間の長さによって異なる

が,現金で M$100前後,籾米では 10-17nalehである｡ 水牛所有者に対 す る労 賃 は,

18) 稲の品種については,農民が適当な名を,つけるので,正しい名は解らない｡
19) berderauには,幾つかの形式があり,それは急変しつつあるが,これについては,他の機会に詳述
する｡
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relong当り M$15-25,トラクターは1961年より使用されているが,その賃桝には relong当

り M$8-10が支払われる｡零細農民が整地にかなり支出しているのは,上記の理由による｡

田植えは,女性の仕事であり, ｢ゆい｣(berderau)も行なわれるので, 零細農の支出は少

ないが,農地が大規模になるにつれて,一群の女性を大体 relong当り M$7前後で雇う傾向

が強い｡刈 り入れと脱穀には,タイ領の Pataniや Kelantanから出稼ぎ労働者もやって来る

が,大体,relong当りの労賃は M$20前後である｡

化学肥料が使用ざれはじめたのは,1958年頃よりと云われているが,1963年から,州政府の

農業局で,現金購入者に,20%の割引きで肥料を供給 しはじめ, その利用者は, 急増 してい

る｡例えば,政府供給肥料の購入者は,1963年には22名,1964年には46名である｡この数は,

総農家数の1/3にしか過ぎないが,化学肥料は殆んどの農家で利用されている (表23)0

一般に古くから用いられている肥料としては,村びとが bajabukit(BB)と呼び,近 くの岡

でとれる｢こうもり｣の糞(tahikelalawar)がある｡政府の供給する化学肥料は,bajacham-

poran(窒素,燐酸, カリ肥料の混合)と bajaurea(尿素と硫安)である｡一般小売店で購

入できるのは,bajagula(硫安)である｡ 表23でも明らかなように,耕作面積が大きい程,

使用される肥料も多いが,bajabukitの使用率は,零細農に多いO-般小売店からbajagula

(BG)を購入する割合も,耕作面積が小さい程,高 くなる (表24)｡政府購入の割安の肥料を零

蓑 23 肥料使用状況 (PadangLalang村 ･マレー人) 1964.10.

サンプr一種の 孟 撃以｣惑 望BBを BBを 不 明
含む 含まず

ル数Jみ使用
小 作 (小規模 ･専業)

小 作 (小規模 ･兼業)

自 作 (専 業)

自 作 (兼 業)

小 作 (大規模 ･専業)

自 小 作

耕作地主 (自作+貸出し)

0
7

1

4

6

7

2

2

1

1
4

7

1

2

2

1

日
H 3 6

1 2

4

1 2

4

4 1

1 0

蓑 24 BBおよびBG使用農家(合併用)(PadangLalang村 ･マレー人)
1964.10.

サンプル数 L 量B使芸
B.G使用
農 家

小 作 (小規模 ･専業)

小 作 (小規模 ･兼業)

自 作 (専 業)

自 作 (兼 業)

小 作 (大規模 ･専業)

自 小 作

耕作地主 (自作+貸出し)

0

7

1

4

6

7

2

2

1

3

2

0

1

0
0

0
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細農民が購入 しないのは,それが,現金払いであり,またその購入には,耕作面積を示す小作

契約書か,所有農地の登記書類の写 しを必要とするからである｡ しかし,既に指摘 したように,

農家は小作契約を余り行なわず,相続された農地の名義変更も厳密に行なわないので,たとえ,

現金を所有 していても, 政府供給の割安肥料が購入できないという事態が生ずる (表25)｡零

細農の大部分は,中国人の店から, ｢つけ｣で肥料を購入 し,収穫後に,籾米を現物で支払う

(paditimor)場合が多い｡

その他の農業支出として,土地税 M$0.75/relongと水利費 M$2.25/relongを土地所有者

は,土地事務所に支払わねばならない｡この他に,宗教上の義務として,農民は,収量の1/10

を zakatとして州政府の宗教局に支払わねばならない｡ これについて,論及すべき幾つかの

問題があるが,大体,農民が interview で答えている収量の1/10は, zakatとして,州政府

の宗教局と他の人人に与えられているので,支出としては,農民がわれわれに知 らせた収量の

1/10を zakatとしている｡

農業収入の計算に際 しての収量の換算率としては,籾米価が,時期によって異なるので,そ

の変動価格の平均をとり,1naleh(16gantang)を M$9として計算 している｡政府の統制

価格も,ほぼこれと同じである｡籾米の価格の変動の幅は広 く,早生の刈入れの初期12月中旬

は, 10naleh(1kuncha)M$65,晩生の収入れ時の 1月には M$80,整地はじめの5月に

M$95,田植えの 7月中旬に M$100,田植えも済む 9月中旬から10月頃には M$120位にな

る｡

表27の農家収入は,このようにして,算出されたおのおののサンプル集団の収入の平均であ

る｡これ らのサンプル集団の平均農業収入は,耕作面積の規模と比例をするが,農外収入を加

算すると,小規模専業農家の収入は,耕作面積の大小にかかわらず,農外収入のある小規模兼

業農家の収入より低い｡

聞取り調査によれば,5人家族の農家が 1カ月の生活に必要とする最低支出額は,M$50前

後である｡ その年額は, M$600であるから, この経費を農業収入のみによってまかなうに

表 25 肥料の購入方法 (PadangLalang村 ･マレー人) 1964.10.

示 す ｢ 空 函五示盲.･.~頂 扉盲五ほ′ -- ＼､【一一八/1虫†言
十 ∴い L ･.T S･I{･S.(I.rl::･j_)

小 作 (小規模･専業)

小 作 (小規模 ･兼業)

自 作 (専 業)

自 作 (兼 業)

小 作 (大規模 ･専業)

自 小 作

耕作地主 (自作+貸出し)

20 18 2

7 6 1

4 4

6 3

7 3

2 12

1
1



東 南 ア ジ ア研 究 第3巻 第1号

蓑 26 類型別農家の収入(平均)(PadangLalang村,マレー人) 1964.10.

耕作地主 耕作地主 小 作 自 作 自 作 小 作 小 作

(自作工難 目星鮎) 自 小作 (不等望= ′憎 聾)(′増 勢 (′憎 肇日 /il菜聾 )
グループ設定の基
準耕作面積 20relong 191r警報 7-10 8-10 1-6 1-6 1-5 1-5

サ ン プ ル 数
世 帯 負 数

労 働 力 (男)

〝 (女)

平 均 耕作 面 積

平 均 収 穫 高

借 地

小 作 料

貸 地

也

労
働
雇
用

お

代

荒

田

収

こ

刈 り 入 れ

肥 料 代

その他の農業支出

Zakat

租 税

農 業 収入計
(含地代収入)
農 外 収 入
総 収 入

2 3 9 8 29 11

5.0人

1.0人

0.5人

20.0relong
60.0kuncha

5.0relong

325M$

25.0relong

1,470M$
250M$

140M$

430MS

不明MS

5
･
3

1
･
7

1
･
3

9
･
7

9
･
ー

=

5
･
3

216

30

41

147

204

2

4

1

1

3

9

0

3

9

0

0

.
0

06

一

5

1

0

9

7

9

5

2

6

4

2

8

0

.
7

39

一

6

1

1

7

3

4

22

0

0

9

3

4

6

0

1

2

0

8

1

4

2

1

3

9

1

450M$ 198 155 145

120M$ 45 11

5,155M$ 2,170 1,438 1,327

1,500M$ 317

6,655M$ 2,170 1,755 1,327

一

25

1

12

59

一

82

10

027

10

7

6

3
0

0

〇

一

4

1
1

3

9

1
43

8

23

48

18

71

9

95

6

6

5

4

3

9

.
1

.
1

.
1

.
8

.
4

.
8

49

一

5

1

1

2

8

2

1

一

31

2

20

64

一

63

一
27

4

0

2

5

4

2

.
4

21

一

5

1

0

2

7

2

1

1
54

9

34

82

一
4

1
9

2

0

9

5

4

0

3

1

1
一
274

は,少なくとも 3.3relongの自作農家でな くてはならず, それ以下の場合には, 何 らかの農

外収入を必要とする｡ しか し,表26の農業収入は,収量や換金率においてかなり多めに見積 っ

てある上, 1カ月に必要な最低月額 M$50は,主に食生活に必要な最低額に近いので,実際問

題として,不足のない収入をうるための耕作面積は,もっと大きい｡

例えば,耕作面積 1-6relongの小規模農家のサンプル29の内,1963年度に,一年の保有米

も充分にあって,借金を全然 しなかった農家数は,わずか 3世帯である｡この 3世帯は,世帯

員数 2- 3人で,かなりの集約農法を行っている｡他の26サンプルでは,保有米は充分にあっ

ても, 借金または ｢つけ｣で品物を購入 して, 収穫期に粗米で 借金を 支払っている (padi
●●●●●

timor),現状において借金をせずに済む程度の収入を農業から得るには, 少な くとも 7relong

(4.9acres)の耕作面積が必要である｡

7 農民の負債と金融

農家の負債または緊急時の資金の調達方法としては,① paditimor(または padikuncha),
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② jualpokokpadi,③ pajak④ gadai,⑤ jualjanjiの5つの方法がある｡

最も頻繁に行なわれるのは,第 1の paditimor である｡padiは籾米,timorは東を意味

するが,東風が吹きはじめる乾燥期の収穫時に, ｢つけ｣で得た品物の代価を籾米で支払う方

法である｡ しか し,現金を借金 した場合にも,この方法がとられる｡この場合,普通,M$100

未満の一カ月の借用には,M$4の利子がつ くといわれるが,利子の計算法は決 して明確なも

のではない｡一定の金額をどの程度の期間借用すれば,利子はどの位かという問に,はっきり

答える農民は,ごく一部であって, たいてい, 何時頃からどの程度の金額を借 りて, 収穫期

に,利子を含めてどの位返済 したと答える｡従って,利子率は計算できないが,現物を借用 し

た場合には,M$100相当の現物に対 して, 利子は, 籾米 4naleh(M$36相当)から 10

nalell(M$90相当)であり,現金 M$100に対 し,利子は,M$30から M$60位である｡

この利子額の高低は,ほぼ負債期問と比例するのではないかと想定されるが,債権者と債務者

の間柄によっても,利率は上下するので,一般的に,利子率はどうだとはい えない｡

第 2の jualpokokpadiは, 緊急に金を必要とする場合に用いられる方法で, 田柿えした

ばかりの稲を売る方法である｡この場合,売 り手は, 1relongあたりの稲を,M$100-135

棺で克るから,籾米価格の半値以下となる｡買い手は,この稲の世話を して刈入れる｡

第 3の pajak は,土地の長期貸借 (5-10年)の方法であるが, この方法は, 貸手がまと

まった金額を必要とする場合に用いられる｡従って,小作料は,比較的安 く,pajakでは,小

作が有利である｡pajakでの小作料もまちまちであるから,はっきりしないが,一例を挙げる

と,5relongの農地が, 7年契約で M$2100で pajak されると,貸手には, 一度に M$

2100が入 り,借手にとって, 年に 1relongあたりの小作料は, M$60となる｡20)1955年に

は,かんばつで大変な不作だったといわれるが,その時には, 多 くの人が, 農地を pajakで

貸 し出したといわれる｡

第 4の gadaiとは, 農地の耕作権を債権者にゆずって,一定額の金を一定期間借用する方

法であり,借用金を返済するまで,債権者が土地を耕作する｡この場合,返済には利子をつけ

ない｡

第 5の jualjanjiでは,農地の所有権を担保として,一定の期間,一定金紙を借用する方

法であるが,借用金が返済されるまで,債権者は耕作権をもち,その耕地を更に小作に出すこ

ともできる｡もしも,借用期限内に借金が返済されない場合には,土地の所有権は債権者に移

る｡ しか し,借用期間中,債務者は,小作として,その農地を耕作することができる｡

上記の5つの負債または資金調達の方法の内,農家が最も頻繁に利用するのは,paditimor

20) relong当りの一年の小作料 M$60は,かなり高いように思われるかも知れない｡ しかし,物価の
上昇と小作権の長期安定,それに小作地を新しく確保することの困難な琴調犬を考慮に入れると,割安

である｡つまり,M$60を割安と考えて, pajakをするという点に, 小作料が実質的に 6naleh
以上になっていることを示すものであろう｡
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である｡そして,殆んど例外なく,貸付者は,中国人商店主である｡

耕作面積 6relong未満の農家では,衣食や肥料の購入のために借財する場合が多い｡借金

をしていることを確認 し得た29ケースの内,1963年の paditimorの借用額 (利子を含めず)

M$100未満は2,M$100以上300未満は18, M$300以上500未満は9である｡ この内, 1

年分の保有米を充分残 しているのは,3分の 1にあたる10ケースのみであり,他の19ケースに

ついては,水田整地のはじまる5月から田植えの最中の8月末までの問に保有米を食べつ くし

て米を買いはじめるものが9,田植えの末期 9月から収穫前の11月末までの問に米を買うもの

が10ある｡paditimorで負債をすれば,収穫後に粗米で借金を返済するから,保有米の量は,

収穫を一定とすれば,年々減少する.それに,婚姻や葬式の時の社会的必要による出費があれ

ば,負債は増加 し,ついには,農地を手放すことにもなる｡

耕作面積 8-10relongの農家においても,負債をしている農家は少なくない｡例えば,6

ケース中,M$300以上500未満のもの4,M$600は1,M$1000は 1ケースである｡ しか し,

これらの負債の目的は,肥料の購入や労働の雇用費や,ラジオその他の品物購入のためであっ

て,小農家の場合のように,生活に必要な食料購入のためではない｡

多額の金額を一時に借用するgadaiや jualjanjiは,個人の享楽,メッカ-の巡礼,土地の購

入などの場合に行われるが,このケースは少ない｡小さな店を開 くためにgadaiをしたというケ

ースがあるが,jualjanjiのケースは殆ど確認できない｡それは,次の理由によるものである｡

一般に,金貸 しは, 中国人によって行なわれるといわれている｡ 事実, 確認 し得た padi

timorの場合は,殆ど中国人によるものであるが,マレー人の富裕農家から金を借用するとい

う例もないではないらしい｡イスラム教では,利子 (bunga)をとることは,罪 (haram)と

考えられているので,利子をとることは,保守的なこの地方では,強 く非難される｡従って,

マレー人の富裕農家は,金を貸 したがらない｡貸すとすれば, fictionの形で金銭の貸借が行

なわれる｡ しか し,それにしても内密裏に行なわれているので,実態は不明である｡

このような状況を改善するために,政府は農業協同信用組合を村びとが自ら結成する運動を

おこしているが,経済的 ･社会的 ･宗教的諸要因のために,余り効果を挙げていない｡これに

ついては,他の機会に詳述する｡現段階においては,マレー人の零細農家にとって,中国人商

店による金銭の融通は不可欠である｡

8 農 地 の 相 続

マレー人農家の内,44.4%は農地を所有 しない小作農家であり, しかも, 農地所有農家の

68.7%は,所有面積 6relong未満の零細農家である｡所有農地の零細化については,人口が

急増 しているのに対 し,開拓される土地が周囲にないこと,州内には未開拓のジャングルがあ

り,政府の開拓奨励と援助があっても,耕地を最も必要とする零細農家は,その資力をもたず,

また,政府官吏と折衝する能力をもたないこと,農業以外の職につ く機会が殆どないこと,地
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代が高 くなり,その購入が困難となってきたこと,などの諸要因にもよるが,極めて重要な社

会的要因の一つは,相続の形態である｡

この地域には,イスラム法による相続とイスラム教伝来以前に存在 していたといわれるadat

(慣習法)による相続との二つの相続形態がある.イスラム法による相寿完には,極めて複雑な規

定があり,個別的な事例によって,相続の仕方は異なる｡例えば,夫が死亡 した場合,要は夫

の財産の 8分の 1をとり,残 りは子供に分配されるが,その際,娘は息子の2分の 1を取得す

る｡これに対 し,adatの場合は,子供の性別にかかわらず均分に相続される｡

この二つの相続形態のいずれによって,親の遺産を相続するかは,遺族の定めるところであ

る｡一般に,イスラム教は強 くても,相続や婚姻の形態には,イスラム教以前の adatが強 く

残存 しているといわれるが,この実状について分析 してみよう｡

マレ-人世帯主夫妻359名を,農地の相続を受けた者,親が生きているために, 親の財産を

未だ相続 していない者,全然相続 しておらず,またその可能性もない者に区分すると,それぞ

れの割合は,21.4%,17.0%,60.2%である｡このように,全体の6割もの場合において,親

は,子供に残すべき農地を持たない (表27,28)｡

農地の相続を受けた者の内で,相続の形態が明らかである36ケースについて,分類を行なう

と,イスラム法による数と,adatによる数はほぼ同じである (表29)｡

この36ケースについて,親の農地所有面積と相続の形態とを考慮 してみると,親の農地所有

面積が大きくなる程,イスラム法による相続の数が多くなる(表30,31)｡ しか し,いずれの相

続方法によろうと,子供に分配されると,通常,農地所有面積は細分化される｡

農地未相続者61名の内,41名について,adatによる相続の可能性をみると,7relong以上

の農地を相続 し得る可能性を持つ者は,わずか 2ケ-スであり,残 りの39ケ-スは,いずれも

5relong未満,3relong未満の農地相続可能者は,27名である｡6relongの農地でも5人世

帯が生活に必要な収入を挙げ得ないのであるから,この41名の殆んどは,他に耕作 し得る農地

もな く,また農外収入もなければ,一家を支える充分な収入源を持たないことになる｡

事実,adatによる相続は行き詰 りに来ていることを示す興味ある3つのケースがある｡それ

表 27 農 地 の 相 続 (PadangLalang村,マレー人) 1964.10.

相

分

未

相

不

柏

計

り

ス

続

し

明

あ

l

な

42 (24.6)
2 (1.2)

30 (17.5)

95 (55.5)

2 (1.2)

171(100.0)

(註) 戸主夫妻についての調査
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表 28 出身地別農地相続の有無*(PadangLalang村 ･マレ-人) 1964.10.

男 !慧 …LLaallaanngg㌫ 外

不 明 F

PadangLalang村

PadangLalang村以
不 明

% % % %
31(27.0) 1(0.9) 23(20.0) 60(52.1)

ll(21.2) 1(1.9) 7(13.5) 33(63.4)
- 2

GQ
F

r

一

18(19.6) 1(1.1) 19(20.7) 53(57.5) 1(1.1)

14(14.9) - 12(12.8) 68(72.3)
- 2

*戸主夫妻 に関する調査

表 29 農地相続の形態 (PadangLalang村 ･マレー人)

52(100.0)2

92(100.0)
94(100.0)

2

イ ス ラ ム 法

adat

そ の 他 ･ 5

不 明

計

8

6

1

7

1

表 30 イスラム法および adatによる農地相続者の父母の
所有農地面積 (PadangLalang村 ･マレー人) 1964.10.

父母の所有農地面積

10relong未満

10 - 20未満
20 ～ 30〝

30 以 上

計

イスラム法による者

3

4

4

4

表 31 父母の所有農地面積と子の相続面積 (PadangLalang村 ･マレー人) 1964.10.

イスラム法 子 の相続 面積
父母の所有面積
子 の相続 面積
父母の所有面積

ケ ス

(去 去 (…8 (…｡ ( 宝 5 (窒5 (豊｡ (雪白5

イスラム法
子 の相続面積
父母の所有面積
子 の相続面積
父母の所有面積 (宇55(宝o(3 (芋8(h5(去･5(去･5

(喜･5(82 (壬i5 (去
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表 32 農地末相続者について adatによる場合の相続の可能性
(PadangLalang～ ･?i/-A) 1964.10.1

1relong未 満
1 - 2 relong未満
2 - 3
3 ､ 4
4 ～ 5
5 ～ 6
6 -- 7
7 ～ 8
8 -～ 9
9 ～ 10
10 -～
不 明

計

7

2

2

3

女

,
3
7

4

4

3

一

1

10 10

30 31

は,親の所有地を子供の間に分配せず, adatの均分の原則を守りながら,子供一人が耕作 し

て,小作料を残 りの兄弟姉妹に分配するケースである｡このような実情から,adatやイスラム

法による農地の細分化をまねく相続形態は,望ましいものではないと考える村びとも存在する

けれども,農業以外に安定 した収入がないとすれば,最 も安定 した財産である農地を少 しでも

確保 したいという考えが強いのは,無理もない｡ 従ってadatによる相続形態が根強 く残って

いるのも,単に,それが伝統的な慣習というだけでなく,同時に,上述 して来た経済的条件に

よって支えられているともいえよう｡

9 む す び

人口増加による圧迫と相続の形態によって,マレー人農家の農地所有面積は,極度に零細化 し

ている｡しかも,高利による負債の悪循環によって負債は増大 しやすい状況にある｡農外収入が

少ないので,農地を手放 し,小作や農業労働者が増大する傾向も弱 くない｡小作農家が総農家

数の44.4%を占めており,耕作面精6relong未満の農家が58.7% も存在するのは不思議ではな

いo安定 した収入のない農業労働者世帯が,総マレー人世帯数208の内,44世帯(21.1%)もある.

PadangLalang村の状態が,Kedah 州の稲作農村の典型であるかどうかは, 更に調査する

必要があるが,この村より更に経済事情が悪い村も少なくないといわれている｡未だ農民は,

自らの貧困を強 く自覚 していない状態にある｡ しか し,ともすれば,マレー人農民の貧困は,

中国人のせいであるといわれたり, またマレー人農民の間でも, 持てる者と持たざる者の間

に,政治的諸問題も絡んで微妙な対抗意識が,芽ばえつつあるが,この傾向は,マレーシアの

政治的安定,経済成長のためには軽視できない事柄である｡マレー人農民には,もっと農民の

現状を知った上での積極的な政府の援助対策が必要であるように思われる｡
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